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この報告書は、町道北高木小林線建設事業に伴い、大島町が平成15

年度に調査を実施した北高木遺跡の発掘調査報告であります。

北高木遺跡は、平成 4年度から3箇年に亘って大島町企業団地拡張

造成に伴う発掘調査で、日本でも希有な染色用版木や茶釜の鋳型など

の貴重な遺物が多数出土 しました。さらに木簡や人形などの遺物は、

この北高木遺跡の地が奈良・平安時代に県内でも有数の祭祀場であつ

たことも実証してくれました。今回の調査でも祭祀関連の遺物が出土

したことから、さらに古代の祭祀や集落の姿などを探るうえで貴重な

資料が得られました。

本書はささやかな一書ではありますが、大島町域における歴史に新

たな一貢を加えるとともに、私達の共有財産である埋蔵文化財の普及

と啓発に少しでも貢献することができれば望外の喜びです。

最後になりましたが、発掘調査に際し、ご理解とご協力を賜 りまし

た関係各位に深く感謝申し上げます。今後とも、埋蔵文化財行政への

一層のご協力とご支援をいただきますようお願い申し上げます。

平成17年 3月

大島町教育委員会

教育長 亀 谷 慶 英
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1 本書は、町道北高木小林線建設事業に先立ち実施した、富山県射水郡大島町北高木地内に所在す
る北高木遺跡の発掘調査報告である。

2 調査は、大島町役場産業建設課に委託を受けて、大島町教育委員会が実施した。
3 調査事務局は大島町教育委員会教育課に置き、学芸員田中明が調査事務を担当し、教育課長北本
宗則が総括した。

4 調査期間・面積・担当者は以下のとおりである。
調 査 期 間 平成15年度 平成15(2003)年 6月 9日 ～平成15(2003)年 10月 9日 (実働65日 )
調 査 面 積 2,600♂

調査担当者 大島町教育委員会 教育課 学芸員 田中 明
5 本書の編集・執筆は、調査担当者田中がこれにあたった。
6 本書の挿図・写真図版に用いた方位は真北、水平基準は海抜高である。なお、遺構の標記にあた
っては略号を用いた。使用した略号は下記のとおりである。

SD:溝・河川、SK:土坑、SA:柵列、SE:井戸、P:柱穴

7 本書で用いた土層の色調は、小山正忠 。竹原秀雄編著『新版標準土色帖』に準拠している。
8 墨書土器の解読にあたっては、富山大学人文学部助教授の鈴木景二氏から有益な御教示をいただ
いた。

9 本遺跡の出土遺物や記録資料は、大島町教育委員会が一括して保管にあたっている。
10 発掘調査及び遺物整理の参加者は下記のとおりである。 (五十音順 。敬称略)

現地調査

明石一義・小栗孝則・北本すい子・佐々木勢起子・鳥田清心・杉本支満子・関沢薫子・高橋潜

子・竹内ユキ子・竹嶋善―・長建造・萩原照子・橋本信子・長谷右人・花崎みよ。三橋庄次郎・

堀田よし子・松丘勝二・松田賢治・松長外雄 。松長秀宣・宮内庄美・宮越繁・宮崎恵美子・宮脇

ちゑ子・森田美和子・野吾留義・山崎祝三・横山正男

整理作業

楠井悦子 。坂井ゆかり。坂下雅代・菅野由美 。高瀬直子・竹鼻梓 。大門育子・塚原望・中平乃理

子 。福井潤・宮林恭子
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第 1章 位置と環境
大島町は、富山平野を東西に分ける呉羽山丘陵の西側に位置し、射水郡に属している。射水平野の

西部、庄川右岸にある人口 1万人余りの町である。本町に接している市町としては、その庄川を挟ん

で高岡市、東は小杉町、南に大門町、北に新湊市と接している。富山市・高岡市と比較的近く、旧北

陸街道の通過地点でもあり、古くから交通の要所でもあった。

この射水平野は、縄文時代前期の海進期に、古放生津潟 (現富山新港)が形成され、その後、和田

川・神楽川・下条川・鍛冶川などの河川が丘陵の上砂を運び、少しずつ潟を埋めていって陸地化した

ものとされている。町の地形は平坦で丘陵・山間地などは含まれず、標高は約 3～ 8mを測る。

北高木遺跡は、大島町北部、新湊市境にあり、遺跡の東側には神楽川が流れている。標高は約 3m

を測り、現況は平坦地である。この遺跡は過去の発掘調査より、大量の墨書土器をはじめ出挙制度に

関わる記載が認められる木簡、人形・斎串。人面墨書土器などの祭祀遺物、染物用の版木状木製品(奈

良・平安時代)や双型技法の大型鋳型に伴う鋳造関連遺構 (中世後期)な どが発見され大変注目を集

めた遺跡である。今回の調査区は、前回の発掘現場よりやや南下し、北高木遺跡の南端と考えられる。

F
f

/1

第 1図 遺跡の位置 と周辺の遺跡 (1/25,000)
1.北高木遺跡 2.南高木A遺跡 3.南高木B遺跡 4.小林遺跡 5.鳥取遺跡 6.新開発遺跡 7.三 ヶ。本開発遺跡
8.水上・本開発遺跡 9.熊野神社遺跡 10.赤井遺跡 11.小林南遺跡 12.八塚B遺跡 13.八塚土田遺跡 14.八塚A遺跡
15.八塚C遺跡 16.小島遺跡 17.中 野B遺跡 18.中野A遺跡 19.中 野北遺跡 20.若杉追跡 21.北野B遺跡
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第 2章 調査の経緯と経過

第 1節 調査に至る経緯
平成 6年度、大島町は町道北高木小林線の新設道路工事を計画した。大島町教育委員会は町建設課

(現 :産業建設課)から、路線計画地内の埋蔵文化財包蔵地の有無、その取り扱いについて照会を受

けた。これに対し町教育委員会は、路線計画地内が周知の埋蔵文化財包蔵地の小林遺跡であることか

ら、記録保存を前提とした発掘調査を平成 9年度より3箇年計画で実施することとなった。発掘調査

終了に伴い、道路工事も順次着工され、平成12年度には完成区間の道路が共用開始された。

平成13年度に入り、残りの路線計画地内の埋蔵文化財包蔵地の有無、その取り扱いについて照会を

受けた。これに対し町教育委員会は、路線計画地内が周知の埋蔵文化財包蔵地の南高木 A遺跡、北

高木遺跡の隣接地であることから、遺跡の範囲及び遺存状況等の確認を目的とした分布調査・試掘調

査を実施することで合意した。

平成14年 4月 、町教育委員会は路線計画地の北高木地内を踏査し、分布調査を実施した。調査の結

果、対象地のほぼ全域から遺物が採集され、当該地の北東に隣接する北高木遺跡がさらに南西側に広

がるものとして捉えられた。この結果をもとに関係者間で協議を行い、路線計画地内全面において試

掘調査を実施することとなった。

平成15年 3月 、町教育委員会が調査主体となり試掘調査を実施した。調査は対象面積約5,000ぜに

18本の試掘 トレンチを設定し、重機及び人力により地表面下20～ 80cmの遺構面まで掘り下げ、遺物包

含層と遺構の有無を確認した。試掘調査による発掘面積は220だで全体の4%であった。調査の結果、

南高木 A遺跡からは、近現代の農業用排水の遺構や遺構に伴わない遺物の出土が確認されたが、本

調査の必要はなしと判断した。しかし、北高木遺跡のほぼ全域から、遺物を包含する良好な遺構が遺

存しているのが確認されたため、遺跡の保護措置について町教育委員会・町産業建設課による協議を

重ねた。道路事業の性格上、計画変更による現状保存は極めて困難であり、記録保存を前提とした発

掘調査を実施する方向で協議を進めた。平成15年度に入り、町教育委員会では発掘調査の計画策定を

進め、6月初旬より2,600♂の発掘調査に着手することとなった。

第 2節 調査の経過と方法
調査対象地は、周囲を作付け中の水田に包囲されていて、調査で掘削した排上の置場が確保できな

かったため、調査区を四分割し、便宜上 A～D地区として調査を進めることにした。

発掘調査は、まず試掘調査の結果をもとに人力掘削の事前準備として重機による表土・耕作上の除

去を、調査員立ち会いのもと行った。その後、調査対象地の区画にあわせて10m間 隔に測量基準杭

の打設を行い (第 2図 )、 X軸を東西にY軸を南北に2× 2mを一区画とした調査区を設定した。続
いて、遺構確認面の精査、遺構の検出を行った。検出した遺構にはマーキングを行い、平板測量によ

る遺構概略図を100分の 1で作成した。次に、遺構に便宜上の番号を設定し、各々の遺構に適宜、土

層観察用の畦を残し掘削を開始した。遺構掘削後は各遺構の断面を20分の 1で実測し図化を行った。

遺構の平面全体図は航空写真測量を行った。各遺構の断面写真は3511mカ メラで、遺物出土状況や個別

の完掘写真・ブロック写真はブロニー版もあわせて撮影した。実機ヘリコプターによる全景写真の撮

影終了後は最終レベルの確認 。記録、遺物の採集を行った。また、空中撮影のために残しておいた畦

などを取りはずし、遺構の完掘を確認し、平成15年 6月 9日 ～10月 9日 (実働65日 )に亘る発掘調査

を終了した。

-2-
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第 2図 調査区位置図 (1/2,400)
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第 3章 調査の概要

第 1節 地形と層序
北高木遺跡は、和田川によって形成された微高地上に

位置し、その支流である神楽川に面している。現況は標

高3.5m前後を測 り、南から北に向かって緩やかに傾斜

する。調査区付近は昭和28年から30年代前半にかけて実

施されたほ場整備による田地割りである。この周辺は湿

田地帯で、現在でも地下水位が高 く、 lm程掘 り下げる
と水が自然に湧き出す状況である。

調査区の基本層序について記述する。その層序は概ね

4層 に区分できる。 1層 は褐灰色～灰責褐色砂質上で表

土・耕作上である。 2層 は褐灰色シル トで、酸化鉄を豊

富に包含している、古代から中世の遺物包含層である。
第 3図 基本層序模式図

3層 は責灰色～黒褐色シル トで遺構検出面であり、遺物包含層でもある。 4層 は灰白色～灰黄色シル

トで、遺物の包含が認められないため、これより下層は地山と判断する。

第 2節 遺構と遺物
第 1項 A地区
1号溝 (SD01、 第 4。 10～ 12・ 14図、図版 1・ 8～ 10)

A地区の南側に位置する東西方向の幅380cm～ 880cmの溝である。全長約18mを検出し、両端とも発

掘区タトヘ伸びる。深さは最深で約90cmを 測る。途中、SD03・ SD04を 切つていることから、sD01は こ

れらよりも新しい。遺物は土師器・須恵器・伊万里・越中瀬戸・木製品・金属製品が出土している。

第10図 3～ 27は土師器甕。有段口縁のもの、口頸部が「く」の字状に外反するものがある。器壁に煤

が付着 しているものが多い。第11図 41,431よ 土師器の器台。43は外面に赤彩を施し、脚部に円形の透

かしが 3箇所穿孔されている。53は土師器の蓋。つまみ部分がやや凹み、内外全面に赤彩を施してい

る。58・ 59は ミニチュア土器か。第12図63は 口径31cmの上師器鍋。 9世紀代のもの。67は須恵器杯 B

で、体部外面に「H」 の数字・記号墨書が残る。第14図 111～ 118は先端が欠損するものを除いて、両

端を細 く削り出す両口箸である。■9は唐時代の渡来銭で開元通宝 (初鋳621年)である。

4号溝 (SD04、 第 4・ 7・ 13図、図版 3・ 10)

A地区の中央部に位置する幅120cm～350cmの溝である。北西―南東方向に直線的に伸び、全長約 5

mを 検出。南端は SDOlに切られていることからsD01よ り古い。断面は孤状を呈 し、深さは30cm～

45cmを測る。覆土は褐灰色シル トが堆積する。遺物は中世土師器・越中瀬戸・唐津が出土している。

第13図 100。 101は波状口縁の唐津皿。釉調はやや透明な灰緑色ないし暗緑色を呈する。

7号溝 (SD07、 第 4・ 7・ 13・ 14図、図版 3,7)
A地区の北側に位置する南北溝である。幅160cm～ 200cm、 全長約12mを検出。南端は発掘区外へ伸
び、北端は SD02に 切られる。新旧関係は途中交差する sD08よ り新 しく、SD02よ り古い。断面は漏

斗状を呈し、尿深で約70cmである。覆土は褐灰色やや粘質シル トが主体的に堆積する。遺物は中世土

師器・唐津・石製品が出上している。第14図 125は五輪塔火輪で14世紀末～15世紀初頭のもの。126は

板石塔婆。奥行きに比べて幅が広い扁平なもので15世紀中頃～15世紀末頃のものである。
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第 2項 B地区
14号溝 (SD14、 第 5・ 15図、図版 7)

B地区の南西側に位置する幅220cm～450cmの 溝である。全長約 8mを検出し、両端とも発掘区外へ

伸びる。断面は不整形を呈し、最深で約50cmである。覆土は褐灰色シル トが堆積する。遺物は須恵器・

中世土師器・珠洲・石製品が出土している。第15図 128は宝麓印塔の笠である。笠下三段軒上軒五段

で、隅飾 りは軒と一体化 し、露盤とともに輪郭を省略する。時期は15世紀代のもの。

19号溝 (SD19、 第 5。 8・ 15図、図版 1・ 4。 ■)

B地区の中央部に位置する東西溝である。幅370cm～ 500cmで、全長約24mを検出し、両端とも発掘

区タトヘ伸びる。断面は逆台形を呈し、最深で約80cmを測る。遺物は須恵器 。中世土師器・珠洲・越中

瀬戸 。唐津・木製品が出上している。第15図 132は漆器椀。総黒色漆で内面見込みには、鶴九文が描

かれる。樹種はブナである。138は珠沙H指鉢。口縁端面に櫛目波状文を加飾として廻 らしている。時

期は14世紀末～15世紀前半のもの。

32号土坑 (SK32、 第 5・ 8。 16図、図版■)

B地区の中央やや西側に位置する楕円形土坑である。規模は長軸220cm、 短軸80cm、 深 さ14cmで、

断面は逆台形を呈する。覆土は黄灰色シル トが堆積する。遺物は土師器が出上している。第16図 162

は口径19.4cmの土師器甕。外面は縦方向の刷毛目調整で下半に煤が付着している。時期は弥生時代終

末から古墳時代初頭のものか。

1号柵列 (SAOと、第 5・ 8図、図版 4)

B地区の北端部に位置する。柱穴間の寸法はPl～ P3ま でが2.lm+2.Omで 、全長4。 lmを検出。

柱穴は直径32cm～45cmの 円形を呈し、深さ12～ 24cmを測る。覆土は黄灰色シル トが主体的に堆積する。

第 8図 Pl・ P3に柱根が残る。遺物の出土はない。この柱列が桁行・梁行の一部と考えるなら、掘

立柱建物の想定も可能であつたが、形態・規模等の再現が不可能であるため、柵列とした。

第 3項 C地区
28号溝 (SD28、 第 6・ 9。 17～21図、図版 2・ 5'7・ 11～ 14)

C地区の東側一帯に拡がる溝ないし谷である。西側の溝肩からテラス状の一段高い部分を隔てて、

東側へむけて急に落ち込み、東端は発掘区外へ伸びる。最大幅20mで、最深90cmを 測る。覆土は上

層に褐灰色シルト、下層に黄灰色～灰責色シル トが堆積する。遺物は須恵器・土師器・木製品・金属

製品が出土している。第17図 164～ 191は 口径ll.Ocm～ 14.4cmの須恵器杯Ao 175は 底部外面に「桑」の

墨書が残る。第17図 192～第18図216は須恵器杯 B。 201は底部外面に「十」の墨書が残る。217～226

は須恵器杯 B蓋。220は内面に漆痕が残る。2241まやや背の高い宝珠形のつまみをもつ。時期は8世

紀第 3四半期のもの。第19図 235は須恵器の小型広口壷。238は須恵器甕。口径20.2cm・ 器高34.6cmを

測り、時期は9世紀前半のもの。第20図239～ 2451ま土師器甕。243,2441よ端部を巻き込む形態のもの

で、9世紀代のもの。第20図246～第21図270は口径■.4cm～ 16.2cmの高台の無い土師器椀である。264

は底部外面に「□部」の墨書が残る。265。 270は内面黒色処理、266は内外面黒色処理のもの。271～

273は祭祀関連木製品である。271は全長12。 9cm、 最大幅1.6cmを 測る正面全身の人形。削 りによって

手足頭部が表現されるが、墨書による顔・冠などの表現が観察されないもの。272は舟状に加工され

かつ内面に掘り込みを有する舟形である。完形品で全長14.7cm、 最大幅1.9cmを 測る。273は剣形・刀

形か。274・ 275は管状土錘。276～ 278は金属製品の刀子である。刃部の背と刃の中間に柄の中心線が

付くもの。いずれも刃部と柄を固定する釘などが観察されないことから差し込んで固定したものであ

る。278は木質の残存より木製の柄である。
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30号溝 (SD30、 第 6・ 9。 21・ 22図、図版 5。 7・ 15)

C地区の南側に位置し、U字状にカーブする溝である。幅30cm～ 70cmで、金長約 9mを検出した。

断面は孤状ないし皿状を呈し、深さ 6 cm～ 16cm。 覆土は褐灰色シル トが堆積する。遺物は土師器が出

上 している。第21図280～282は有段口縁の上師器奏である。280は 口径16.Ocmで 、ほぼ完形品。第22

図283は土師器の長頸壷。時期は弥生時代終末から古墳時代初頭のものか。

32号溝 (SD32、 第 6・ 9。 22・ 23図、図版 5。 7・ 15)

C地区の南西隅を南から北に向かって直線的に流れ、試掘 トレンチ手前でカーブして西に折れる溝
である。幅50cm～ 120cm、 全長約10mを検出した。断面は半円状を呈 し、深さは12cm～ 30cmを 測る。

遺物は土師器・木製品が出上している。第22図284～295は土師器甕。有段口縁のもの、口顎部が「く」

の字状に外反するものがある。殆どの器壁に煤が付着し、時期は古墳時代前期のものである。

59号土坑 (SK59、 第 6・ 9・ 23図、図版 5)

SD30の 北東側に位置する土坑である。試掘 トレンチにより、正確な外形不明。深さは15cm～32cm

で、覆土は褐灰色シル トが堆積する。遺物は土師器が出土 している。第23図298は 口径 19。 8cmの上師

器甕。体部内面にカキメ調整を施している。時期は 9世紀前半のものである。

第 4項 D地区
45号溝 (SD45、 第 6・ 9図、図版 2・ 6・ 7)

D地区の南端から南北に直線的に流れる溝である。幅250cm～ 330cmで 、全長約32mを検出し、両端
とも発掘区外へ伸びる。断面は皿状を呈し、最深で約30cmを測る。覆土は黄灰色シルトが主体的に堆

積する。新旧関係は、南端で SD44を 切つていることから、sD45は これよりも新 しい。図版 6-5の
杭列は漁猟用の仕掛けの類か。遺物は土師器が出土している。

包含層出土遺物 (第 23図 )

包含層からは須恵器・土師器・珠洲 。越中瀬戸・伊万里が出土 している。第23図 301は土師器奏。

305は外面をロクロ削 り調整された須恵器瓶である。310は蛇の目釉剥ぎの伊万里皿。

参考文献

荒井 隆他 2001 『石塚遺跡・東木津遺跡調査報告』 高岡市教育委員会
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第20図 遺物実測図 〔C地区〕
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番号 地区名
座 標
遺構番号 出土層位 種 別 器 種 唯

∽
離
⑪
縞
ｍ

胎  土 備  考
X Y

ユ A 0 SD01 土師器 士宝 10YR7/2にぶい黄橙色

2 A -2 SD01 土師器 質 10.4 2.5Y8/2灰 白色 内外面赤彩

3 A -2 SD01 土師器 奏 10YR8/2灰 白色

4 A -2 SD01 土師器 甕 12.8 10YR8/2灰 白色

5 A -2 SD01 土師器 甕 2.5Y7/3浅 黄色

6 A 3 -2 SD01 土師器 奏 10YR8/1灰 白色 外面煤付着

7 A -2 SD01 土師器 甕 2.5Y7/1灰 白色

8 A 4 一〕 SD01 土師器 甕 14.7 10YR8/2灰 白色

9 A 1 SD01 土師器 甕 10YR721こぶい費橙色

A SD01 土師器 甕 2.5Y7/2う〔ヨ苺{ヨ

A -1 SD01 土師器 甕 12.8 2.5Y6/1黄 灰色 外面媒付着

A 2 0 SD01 土師器 甕 2.5Y7/1灰 白色 外面煤付着

A 4 -1 SD01 土師器 甕 10YR8/2灰 白色

A 8 -2 SD01 土師器 甕 10YR8/2灰 白色 外面煤付着

A 2 0 SD01 土師器 甕 7.5YR8/3浅黄橙色 外面煤付着

A 4 0 SD01 土師器 甕 10YR7/2にぶい責橙色 外面煤付着

A 4 1 SD01 土師器 甕 10YR8/2灰 白色

A 4 -1 SD01 土師器 甕 17.6 10YR8/1灰 白色 外面煤付着

A 3 -2 SD01 土師器 甕 10YR8/2灰 白色 外面煤付着

A 5 -2 SD01 土師器 甕 2.5Y7/2灰 黄色

A 4 I SD01 土師器 甕 2.5Y7/1灰 白色

A 2 0 SD01 土師器 甕 10YR8/1灰 白色

A 2 0 SD01 土師器 甕 18.7 10YR8/2灰 自色 外面煤付着

A 6 0 SD01 土師器 甕 10YR7/2に ぶい黄橙色 外面煤付着

A 4 l SD01 土師器 甕 10YR7/2に ぶい黄橙色

A 4 1 SD01 土師器 甕 23.0 2.5Y7/2灰 黄色

A 6 1 SD01 土師器 甕 2.5Y7/3浅 黄色 外面煤付着

A 8 SD01 土師器 霊 2.5Y6/1責灰色

A 6 1 SD01 土師器 士霊 10YR8/2灰 白色

A 2 0 SD01 土師器 士堕 16.2 10YR7海 にぶい黄橙色

A 6 1 SD01 土師器 霊 2.5Y7/2灰黄色

A 2 0 SD01 土師器 霊 7.5YR8/3浅黄橙色

A 6 ―ユ SD01 土師器 10YR8/2灰自色

A 4 1 SD01 土師器 10YR7カ にぶい責橙色

A 4 -1 SD01 土師器 10YR8/2灰白色

A 6 0 SD01 土師器 高杯 10YR7/2に ぶい責橙色 内外面赤彩

A 6 -1 SD01 土師器 高杯 2.5Y7/2灰 黄色

A 2 0 SD01 土師器 高杯 2.5Y8/2灰 白色

A 4 -1 SD01 土師器 器台 10YR7/2に ぶい責橙色

A 4 -1 SD01 土師器 器台 10YR3/2灰 白色

第 1表 遺物観察表
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番号 地区名
座 標
遺構番号 出土層位 種 別 器 種 聡

ｍ
底径

(C14)

器高

(ull)
胎  土 備  考

X Y

A 5 -2 SD01 土師器 器台 10YR8/1灰 白色 外面赤彩

A 0 l SD01 土師器 高杯 2.5Y7/2灰 黄色

A 5 -2 SD01 土師器 器台 10YR3/2灰 白色 内外面赤彩

A 3 SD01 土師器 甕 10YR7/2に ぶい責橙色

A 6 -1 SD01 土師器 甕 10YR72にぶい黄橙色

A -2 SD01 土師器 甕 10YR3/2灰 白色

A 5 -2 SDOユ 土師器 奏 6.2 2.5Y8/3淡黄色

A 5 -2 SD01 土師器 甕 10YR8/2灰 白色

A 5 -2 SD01 土師器 甕 10YR8/2灰 白色

A 6 -1 SD01 土師器 甕 2.5Y7/3浅 黄色 外面煤付着

A 2 0 SD01 土師器 蓋 10YR7カ にぶい費橙色 外面赤彩

A 2 0 SD01 土師器 蓋 2.5Y8/2灰 白色 内外面赤彩

A 6 0 SD01 土師器 蓋 14.1 10YR7カ にぶい黄橙色 内外面赤彩

54 A 0 SD01 土師器 鉢 10.0 7.5YR8れ浅黄橙色

A 5 2 SD01 土師器 2.5Y8/1灰 白色 内外面赤彩

A 2 0 SD01 土師器 10YR7/4にぶい黄橙色 外面赤彩

A SD01 土師器 17.0 2.5Y7/1灰 白色 内外面赤彩

A 6 0 SD01 土師器 エチュア 1鋭R7/21こ ぶい黄橙色

A 0 SD01 土師器 ミニチュ7 10YR73にぶい黄橙色

A 5 2 SDOユ 土師器 椀 10YR8/2灰 白色

A 6 l SD01 土師器 甕 11.0 10YR8/3浅 黄橙色

A 0 SD01 土師器 甕 20.7 10YR8/2灰 白色

A 8 2 SD01 土師器 鍋 31,0 10YR8/2灰 自色 9C代 外面煤付着

A 4 1 SD01 須恵器 杯 A 11.5 3.5 2.5Y8/1灰 白色

A 2 SDOユ 須恵器 杯 A 10YR7カ にぶい責橙色

A 5 2 SD01 須恵器 杯 A 13.2 7.5Y6/1灰色

A 2 SDOユ 須恵器 杯 B 10。 9 2.5Y7/1灰 白色 体部外面に墨書「冊」

A 4 1 SD01 須恵器 杯 B 5Y7/1灰 自色

A 0 1 SD01 須恵器 杯 B 4.2 5Y7/1灰 白色

A 6 1 SD01 須恵器 7.5Y6/1灰色

A 6 l SD01 須恵器 N6/0灰色

A 4 0 SD01 越中瀬戸 皿 10YR8/2灰 自色 鉄釉 印花文

A 6 1 SD01 越中瀬戸 皿 5.5 10YR8/2灰 自色 鉄釉

A 6 I SD01 越中瀬戸 向付 N7/0灰 白色 αk牙由

A 4 0 SD01 伊万里 碗 N8/0灰 白色 網目文

A 6 0 SD01 越中瀬戸 悟鉢 27.4 7.5YR73に ぶい橙色 錆釉

A 6 0 SD01 越中瀬戸 橋鉢 7.5YR7/3にぶい橙色 錆釉

A 6 0 SD01 越中瀬戸 信鉢 10YR8/2灰 白色 0青罪由

A 5 -2 SD01 越中瀬戸 巨鉢 11.2 2.5Y8/1灰 白色 鉄釉

A 1 SD02 越中瀬戸 皿 10YR7/2にぶい黄橙色 錆釉 印花文

第 2表 遺物観察表
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番号 地区名
座 標
遺構番号 出土層位 種 別 器 種

口径

(cm)

底径

(cm)
綿
ω

胎   土 備  考
X Y

A 0 SD02 越中瀬戸 皿 2.5Y7/1灰 白色 う〔汗由

A -1 SD02 越中瀬戸 皿 2.5 5Y8/1灰 白色 灰釉 印花文

A 0 SD02 越中瀬戸 皿 2.5 5Y7/1灰 白色 灰釉

84 A -1 SD02 唐津 皿 N7/0灰 白色 草葉文

A -1 SD02 越中瀬戸 糟鉢 25。 7 10YR8/2灰白色 錆釉

A 0 SD02 越中瀬戸 福鉢 27.8 10YR8/3浅黄橙色 錆釉

A -1 11 SD02 瀬戸美濃 椀 N7/0灰 白色 鉄釉

A 0 SD02 瀬戸美濃 水滴 2.5Y8/1灰 白色 3k汗由

A -1 SD02 越中瀬戸 信鉢 10YR7/2に ぶい黄橙色 外面煤付着 底部穿孔

A ―〕 SD02 越中瀬戸 橋鉢 10.2 10YR8/2灰白色 ♂旨罪由

A 6 5 SD03 中世土師器 皿 10YR8/2灰 白色

A 6 5 SD03 中世土師器 皿 2.5Y3/1灰 白色

A 6 5 SD03 中世土師器 皿 10YR8/1灰 白色

94 A 6 5 SD03 越中瀬戸 向付 5。 2 5Y7/1灰 白色 灰釉

A 5 SD04 越中瀬戸 向付 7.5Y7/1灰 白色 灰釉

A 5 5 SD04 越中瀬戸 向付 4.8 7.5Y7/1灰 白色 力〔矛由

A 5 SD04 越中瀬戸 播鉢 26.0 7 5YR7/3にぶい橙色 す青汗由

A 4 5 SD04 中世土師器 皿 2.5Y8/1灰 白色

A 4 5 SD04 中世土師器 皿 10YR8/2灰 白色 口端部煤付着

A 5 5 SD04 唐津 皿 10YR5/1褐 灰色 灰釉 釉調灰緑色

A 5 SD04 唐津 皿 10YR5/1褐 灰色 灰釉 釉調灰緑色

102 A 0 3 SD05 唐津 皿 10YR6/14・B灰色 灰釉 釉調灰緑色

A 0 3 SD05 珠洲 信鉢 29,9 7.5YR6/2灰褐色

A 0 3 SD05 珠洲 橘鉢 35.0 5Y6/1灰色

A 3 SD05 中世土師器 皿 10.6 7.5YR8/2灰白色

A 7 SD07 唐津 皿 11.4 10YR6/1褐 灰色 灰釉 釉調灰緑色

A 7 SD07 中世土師器 皿 7.7

A 8 SDll 中世土師器 皿 10.0 2.5Y8/1灰 白色

A 3 8 SK05 中世土師器 皿 10.0 10YR8/2)天 白色

A 7 0 SD01 木製品 椀

A -2 SD01 木製品 箸 長24.5-幅 0.6-厚0.5

A -2 SD01 木製品 箸 長21.4-幅 0.7-厚0.5

A -2 SD01 木製品 箸 長21.6-幅 0,7-厚 0.6

A SDOユ 木製品 箸 長19.0 幅0.6-厚 0.5

A SD01 木製品 箸 長20.6-幅 0,7-厚 0.5

A -2 SDOユ 木製品 箸 長20.5-幅 0,8-厚 04

A -2 SDOl 木製品 箸 長16.2-幅0.5-厚 0.5

A -2 SD01 木製品 箸 長15,3-幅0,6-厚 0.4

A ―〕 SD01 金属製品 銭 開元通宝

A ―
] SD01 金属製品 銭 元豊通宝

第 3表 遺物観察表
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番号 地区名
座 標
遺構番号 出土層位 種 別 器 種 唯

ｍ
底径

(cm)
綿
嗣

胎  土 備  考
X Y

A 4 1 SD01 金属製品 銭

A -1 SD02 金属製品 銭 嘉祐通宝

A 1 11 SD02 石製品 水輪

A 6 SD03 石製品 火輪

A 5 7 SD07 石製品 火輪 14C末 ～15C初頭

A 6 SD07 石製品 板碑 15C中頃～15C末

A 0 SK12 木製品 椀

B 3 SD14 石製品 宝饉E「塔の笠 15C代

B 3 SD14 石製品 地輪

B 3 SD14 石製品 地輪

B 2 SD15 石製品 水輪

B 1 SD19 木製品 椀 総黒色漆 鶴丸文
B 3 SD19 珠洲 橋鉢 38,9 5Y6/1灰色 14C末～15C前半

B SD19 珠洲 悟鉢 7.5Y7/1灰 白色

B -2 SD19 珠洲 橋鉢 17.8 5Y7/1灰白色

B -2 SD19 中世土師器 皿 7.3 2.5Y8/2灰 白色

B -3 SD19 中世土師器 皿 10YR7/2に ぶい黄橙色

B 0 SD19 中世土師器 皿 10YR5/1褐灰色 内外面煤付着

B 2 SD19 中世土師器 皿 6.4 10YR8/3浅黄橙色

B 3 SD19 越中瀬戸 皿 10YR8/2灰 白色 印花文 鉄釉
B -2 SD19 越中瀬戸 皿 1.9 2.5Y8/2灰 白色 灰釉

B -3 SD19 越中瀬戸 皿 10YR8/2灰 白色 ラ〔界由

B -3 SD19 唐津 皿 10YR5/1褐灰色 灰釉 釉調灰緑色

B 2 SD19 向付 2.5Y7/1灰 白色

B -3 SD19 越中瀬戸 悟鉢 7.5YR8/3浅 黄橙色 錆釉

B 0 3層 金属製品 銭 天聖元宝

B -1 2層 金属製品 銭 寛永通宝

B 0 SD23 土師器 霊 15,7 10YR7カ にぶい黄橙色 外面煤付着

B l SD23 土師器 壺 2.5Y6/1黄 灰色

B l SD23 土師器 甕 10YR8/3浅黄橙色

B l SD23 土師器 甕 21,4 2.5Y8/2灰 白色 外面煤内面赤彩

152 B 1 SD23 土師器 甕 21.6 2.5Y8/2灰 白色

B 5 SD27 土師器 甕 lωR7海にぶい黄橙色

B 5 SD27 土師器 甕 10YR72に ぶい責橙色

B -5 SD27 土師器 鉢 10YR8/2灰 白色

B -5 SD27 土師器 甕 2.5Y6/1黄 灰色 外面煤付着

157 B -5 SD27 土師器 甕 10YR8/2灰 白色 外面煤付着

B 2 SK32 土師器 甕 2.5Y8/2灰 白色

B 2 SK32 土師器 質 2.5Y8/2灰 自色

B 2 SK32 土師器 10YR8/8浅黄橙色

第 4表 遺物観察表
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番号 地区名
座 標
遺構番号 出土層位 種 別 器 種 唯

ω
底径

(cal)

器高

(cm)
胎  土 備  考

X Y

B 2 SK32 土師器 23.0 2.5Y7/1灰 自色

162 B 2 SK32 土師器 甕 10YR8/1灰白色 弥生終末～古墳初頭?

B -3 SK53 土師器 甕 2.5Y6/1黄 灰色

C 2 SD28 須恵器 杯 A 2.5Y7/2灰 責色 外面煤付着

C 2 SD28 須恵器 杯 A 3.7 7.5Y7/1灰 白色

C SD28 須恵器 杯 A 11.2 3.5 7.5YR7/3にぶい橙色

C -3 SD28 須恵器 杯 A 11.3 3.3 7.5Y8/1灰 白色

C SD28 須恵器 杯 A 11.2 5Y6/1灰色

C -1 SD28 須恵器 杯 A 2.5Y7/1灰 白色

C SD28 須恵器 杯 A 11.5 5Y7/1灰 白色

C SD28 須恵器 杯 A N6/0コこ1圭

C SD28 須恵器 杯 A 11.4 10YR6/1褐灰色

C SD28 須恵器 杯 A 11.9 3.1 7.5Y6/1灰 色

174 C SD28 須恵器 杯 A 7.5Y7/1灰 白色

C -2 SD28 須恵器 杯 A 7.5Y7/1灰 白色 底部外面墨書「桑」

C -2 SD28 須恵器 杯 A 7.5Y7/1灰 白色

C -3 SD28 須恵器 杯 A 2.5Y8/2灰 自色

C SD28 須恵器 杯 A 5Y7/1灰 白色

C SD28 須恵器 杯 A N7/0灰 白色 外面煤付着

C SD28 須恵器 杯 A 3.2 7.5YR5/1褐灰色

C SD28 須恵器 杯 A 2.5Y7/2灰 黄色 外面煤付着

C -4 SD28 須恵器 杯 A 2.5Y7/2灰 黄色

C -3 SD28 須恵器 杯 A 7.5Y7/1灰 白色

184 C ―〕 SD28 須恵器 杯 A 5Y7/2灰 白色

C -3 SD28 須恵器 杯 A 2.5Y7/1灰 自色 外面煤付着

C -1 SD28 須恵器 杯 A 5Y8/1灰 白色

C -2 SD28 須恵器 杯 A 12.2 5Y8/1灰 白色

C -3 SD28 須恵器 杯 A 7.5YR7/2明褐灰色 外面媒付着

C 1 SD28 須恵器 杯 A 3.3 2.5Y7/1灰 白色 外面煤付着

C -2 SD28 須恵器 杯 A 13.2 5Y7/1灰 白色

C ―〕 SD28 須恵器 杯 A 5Y7/1灰 白色

C SD28 須恵器 杯 B 7.5Y7/1灰 白色

C ―〕 SD28 須恵器 杯 B N6/0房こ1孟

194 C SD28 須恵器 杯 B 7.5Y7/1灰 白色 口端部内面炭化物付着

C -4 SD28 須恵器 杯 B 5Y7/1灰 白色

C SD28 須恵器 杯 B 2.5Y6/1黄 灰色

C -3 SD28 須恵器 杯 B 11.2 5Y6/1灰 色 内底面ヘラ記号

C SD28 須恵器 杯 B 6.8 7.5Y7/1灰 白色

C -1 SD28 須恵器 杯 B 11.2 7.5YR5/1和 ]ワ〔(ζ

C SD28 須恵器 杯 B 11.7 6.8 7.5Y6/1灰 色

第 5表 遺物観察表

-31-



番号 地区名
座 標
遺構番号 出上層位 種 別 器 種 唯

鰤
底径

(cm)

器高

(cm)
胎  土 備  考

X Y

C ―ユ SD28 須恵器 杯 B 6.9 5Y7/2灰 自色 底部外面墨書「十」

C -3 SD28 須恵器 杯 B N7/0灰白色

C -2 SD28 須恵器 杯 B 10Y7/1灰 白色

204 C -3 SD28 須恵器 杯 B 4.4 5Y6/1灰色

205 C -1 SD28 須恵器 杯 B 2.5Y8/1灰 白色

C SD28 須恵器 杯 B 3.7 N7/0灰 白色

C SD28 須恵器 杯 B 7.4 N6/0灰色

208 C -3 SD28 須恵器 杯 B 6.8 2.5Y7/1灰 白色

C -2 SD28 須恵器 杯 B 2.5Y7/1灰 白色

C -3 SD28 須恵器 杯 B 7.2 5Y6/1灰色

C -2 SD28 須恵器 杯 B 5.8 N7/0灰 白色

212 C -2 SD28 須恵器 杯 B 5.6 7.5Y7/1灰 白色

C -3 SD28 須恵器 杯 B 6.6 2.5Y7/1灰 白色

C -2 SD28 須恵器 杯 B 6.0 5YR6/14・ B灰色

215 C -2 SD28 須恵器 杯 B 7.5Y7/1灰 白色

216 C -1 SD28 須恵器 杯 B N7/0灰 自色

C -3 SD28 須恵器 杯蓋 5Y7/1灰 白色 内面墨痕

C SD28 須恵器 杯蓋 7.5YR6/1褐灰色 内面墨痕

C -3 SD28 須恵器 杯蓋 N7/0灰 白色 内面漆付着

C -1 SD28 須恵器 杯蓋 5Y6/1灰色

221 C -3 SD28 須恵器 杯蓋 2.5Y7/2灰 黄色 内面墨痕

222 C -1 SD28 須恵器 杯蓋 10YR7/3に ぶい黄橙色

223 C SD28 須恵器 杯蓋 5Y6/1灰色

C -2 SD28 須恵器 杯蓋 2.5Y3/1灰 白色 8C第 3

225 C -1 SD28 須恵器 杯蓋 10Y6/1灰色

226 C -2 SD28 須恵器 杯蓋 N6/0灰色

227 C -3 SD28 須恵器 壷蓋 2.5Y7/1灰 白色

228 C -1 SD28 須恵器 瓶 7.5YR7/1明褐灰色

229 C -1 SD28 須恵器 N7/0灰白色

C -1 SD28 須恵器 短顎壷 2.5Y7/1灰 白色

C -2 SD28 須恵器 瓶 N7/0灰白色

232 C -3 SD28 須恵器 瓶 5Y6/1灰色

233 C SD28 須恵器 瓶 7.5YR7/1明褐灰色

C -1 SD28 須恵器 堕 N7/0灰白色

C ―
I SD28 須恵器 霊 N6/0灰色

C -1 SD28 須恵器 瓶 10YR7/1灰 白色 自然釉付着

237 C -1 SD28 須恵器 甕 7.5Y6/1灰 色

238 C SD28 須恵器 奏 20.2 14.2 34.6 5Y7/1灰 白色 9C前半

C -3 SD28 土師器 甕 2.5Y8/1,天白色

C -2 SD28 土師器 甕 ЮYR72にぶい黄橙色 外面煤付着

第 6表 遺物観察表
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番号 地区名
座 標
遺構番号 出土層位 売三 】U 器 種

口径

(cal)

底径

(cm)
縞
鰤

胎  土 備  考
X Y

C -3 SD28 土師器 甕 2.5Y7/2灰 黄色 外面煤付着

242 C -3 SD28 土師器 甕 17.0 10YR8/2灰 白色 外面煤付着

C -2 SD28 土師器 甕 22.4 10YR8/2灰白色 9C代

C -1 SD28 土師器 奏 23.3 10YR7/2に ぶい責橙色 9C代

C SD28 土師器 甕 20 0 2.5Y7/2灰 責色

C 4 SD28 土師器 椀 10YR8/1灰白色

247 C 4 SD28 土師器 椀 11,7 10YR8/1灰白色

C I SD28 土師器 椀 10YR7/2に ぶい黄橙色

249 C -2 SD28 土師器 椀 4.4 2.5Y7/2灰 黄色

250 C -1 SD28 土師器 椀 12.2 10YR8/2灰白色

C -4 SD28 土師器 椀 3.5 10YR7/1灰白色

252 C -1 SD28 土師器 椀 12.2 10YR8/2,天 白色

C -1 SD28 土師器 椀 10YR8/2灰白色

C -1 SD28 土師器 椀 12.2 2.5Y7/2灰 黄色 口端部外面一部煤付着

C -1 SD28 土師器 椀 4.2 10YR7/2に ぶい責橙色

256 C ―ユ SD28 土師器 椀 10YR8″灰白色

C -1 SD28 土師器 椀 10YR8/2灰白色

C -1 SD28 土師器 椀 2.5Y7/1灰 白色

C SD28 土師器 椀 7.5YR8海 浅責橙色

C -1 SD28 土師器 椀 2.5Y8/2灰 白色

C -3 SD28 土師器 椀 14.2 5.3 2.5Y8/2灰 白色

C SD28 土師器 椀 14.1 2.5Y8/1灰 白色

C SD28 土師器 椀 10YR8/1灰白色

C -1 SD28 土師器 椀 10YR7/2に ぶい黄橙色 底都外面墨書「□部」

C -2 SD28 土師器 椀 15.2 5Y8/1灰白色 内面黒色処理

C -3 SD28 土師器 椀 15.2 5。 4 2.5Y7/2灰 黄色 内外面黒色処理

C -1 SD28 土師器 椀 5,0 7.5YR8/3浅 黄橙色

C -1 SD28 土師器 椀 10YR8/2灰白色

C -1 SD28 土師器 椀 7.5YR8/4浅 黄橙色

270 C -1 SD28 土師器 椀 5Y8/2灰白色 内面黒色処理

271 C -1 SD28 木製品 人形 長12.9-幅1.6-厚 0.5

C ―〕 SD28 木製品 舟形 長14,7 幅1,9-厚 1,8

273 C -3 SD28 木製品 食1形 長14.3-幅1,0-厚 0.3

274 C -2 SD28 土製品 土錘 2.5Y7/2灰 責色

275 C -1 SD28 土製品 土錘 10YR8/1灰白色

276 C -3 SD28 金属製品 刀子 長10.6-幅 1.1-厚 0.3

277 C SD28 金属製品 刀子 長13.0-幅 1.2-厚 0.4

C SD28 金属製品 刀子 長14.8-幅1.2-厚 0.4 木質残存

279 C SD29 土師器 甕 10YR8/2灰白色

C 1 SD30 土師器 甕 16.0 23.6 7.5YR8/3浅 黄橙色 古墳前期

第 7表 遺物観察表
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番号 地区名
座 標
遺構番号 出土層位 種 別 器 種

口径

(cm)

底径

(cm)
綿
ｍ

胎  土 備  考
X Y

C ユ SD30 土師器 甕 14.2 10YR8/2灰 白色 古墳前期

282 C 1 SD30 土師器 甕 10YR8/1灰白色 古墳前期

283 C 1 SD30 土師器 士霊 10YR8/2灰白色 弥生終末～古墳初頭?

C 3 SD32 土師器 甕 2.5Y7/2灰 黄色 古墳前期

285 C 3 SD32 土師器 甕 10YR7泡 にぶい黄橙色 古墳前期 外面煤付着

286 C 3 SD32 土師器 甕 10YR8/2灰白色 古墳前期

C 3 SD32 土師器 甕 18.0 10YR8/1灰白色 古墳前期 外面煤付着

C 3 SD32 土師器 奏 10YR3/1灰白色 古墳前期

C SD32 土師器 甕 2.5Y8/2灰 自色 古墳前期 外面煤付着

C 3 SD32 土師器 甕 10YR8/2灰白色 古墳前期 外面媒付着

C SD32 土師器 甕 10YR8/2灰白色 古墳前期

C SD32 土師器 甕 2.5Y7/1灰 自色 古墳前期 外面煤付着

293 C SD32 土師器 甕 2.5Y7/1灰 白色 古墳前期 外面煤付着

294 C SD32 土師器 甕 10YR7/2に ぶい黄橙色 古墳前期 外面煤付着

C 3 SD32 土師器 甕 10YR7/1灰自色 古墳前期 外面煤付着

C SD32 土師器 甕 10YR8/2灰白色

C SD34 土師器 甕 7.5YR″ 1明褐灰色

C SK59 土師器 甕 10YR7カ にぶい責橙色 9C前半

C 4 3層 土師器 甕 10YR8/2灰白色

C 4 3層 土師器 甕 10YR72にぶい黄橙色 外面煤付着

D 3層 土師器 甕 2.5Y7/1灰 白色

D 3層 須恵器 甕 2.5Y8/1灰 白色 自然釉付着

303 D 5 3層 須恵器 杯 B 10Y7/1灰 白色

304 D 3層 須恵器 瓶 7.5YR6/1褐灰色

305 D 3 3層 須恵器 瓶 2.5Y7/1灰 白色

306 D 5 3層 須恵器 瓶 2.5Y7/1灰 白色

D 6 3層 土師器 椀 6.2 2.5Y7/2灰 黄色 外面煤付着

D 9 3層 土師器 奏 2.5Y8/1灰 白色

D 3 2層 越中瀬戸 区鉢 10YR72にぶい責橙色 錆釉

D 3 2層 伊万里 皿 N8/0灰 白色 蛇の日釉剥ぎ

D 4 2層 伊万里 皿 8,2 N8/0灰 白色 コンニャク印判五弁花

第 3表 遺物観察表
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図版 1
遺構全景 〔A地区〕
(南から)

遺構全景 〔B地区〕
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図版 2
1.遺構全景〔C地区〕
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2.遺構全景〔D地区〕
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図版 3
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図版 4
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図版 7
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図版 8
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図版 9
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図版10
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出土遺物

土器・木製品

〔BoC地区〕
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図版12
出土遺物
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図版13
出土遣物

土器 〔C地区〕
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図版14
出土遺物

土器・木製品 。金属製品

SD28〔C地区〕



図版15
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SD30 SD32

292

288



報 告 書 抄 録

富山県射水郡大島町

光島ホ童蘇 ―町道北高木小林線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告―
2005(平成 17)年 3月 31日 発行
編集 。発行  大島町教育委員会

〒939C1292 富山県射水郡大島HT/1k島 703 TEL0766-52-3854

F口    昂J  含臣畿F闘証ル博式会淋土
〒9398213 富山県富山市黒瀬 610番 7  TEL07併 49牛3020

ふ り が な きたたかきいせき

圭
［ 名 北高木遺跡
一呂 圭
ロ 名 町道北高木小林線建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告

編 著 者 名 田中 明
編 集 期 間 大島町教育委員会

所 在 地 〒939-0292 富山県射水郡大島HT/1ヽ島703 仇0766-52-3854

発 行 年 月 日 口馴罹阜2005たF 3)弓 31 日

ふりがな

つFら磋鋤臨

ふりがな

所 在 地
コ ー ド ゴヒ 糸革 東 経 司円巫竪瀾刃FHE 調査面積 司可斬 因

市町村 離 号 m

きたたかきいせき

北高潮 富山県射水郡

大島町北高木

16382 384001 36度

44分

23秒

137度

4分

39秒

平成15年度

20030609-

20031009

2,600ピ 帥

鶉

に伴う事

前調査

所帳 鋤 略 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

北高木遺跡 鋤 嗣 誡 溝 。土坑 土師器

古  代 溝・土坑 土師器 。須恵器・木

製品。金属製品

中  世 溝 。土坑・柵列

井戸

珠洲 。中世土師器

肺 鰈 ・ラ
～
製品

石製品。金属製品

近世以降 溝・土坑 肥前陶磁・越中瀬戸

木製品・金属製品




